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日高横断道路問題を現地で解説する俵会長

社団法人北海道 自然保護協会
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私は札幌で弁護士をしてお りますが、弁護i士になる前から

動物保護団体に所属 しております。

に郷幣 灘 ∴隔∴ 溜1焚
ンプー液の テス トのため、 目にその液体 が入れ られてい るの

です。 ウサ ギは声 をあげ ないため痛 くて も何 もい えませ ん。その まま、 目は腐 って

しま うのです 。ス トレス実験のため、ハ ンマ ーで足 をな ぐられ続 け、恐怖で顔が引

きつ った小犬 や、何 のための実験 かわか りませ んが 「絶 食」 とい う札が掛 け られた

小 さな艦 の中に入れ られ骨が見えるビーグル犬、頭 に電極 を差 し込 まれたサル……….

これ らは ほんの一部分です 。

先進国で はみ な動物実験 の規制 や、外部機関に よる実験 施設への立 ち入 り調査 な

ど何 らか の法規制が なされてい ますが、 日本 は何 ら法規制が なされてい ないのが現

状です 。密室下 で、科学や医学の名の下 にどの ような実験が行 われてい るのか 、単

なる研究者 の知 的好奇心 を満 たす だけに生命が もてあ そばれ るこ とになって も、何の規制 もな

いのです。731部 隊の人体実験 を見て もわか る とお り、人の痛 みを忘 れ た知 的好 奇心 とい うの

は恐 ろ しい ものです。

一方で 、動物実験 を どんなにや った ところで薬害は な くならず 、スモ ン、サ リ ドマ イ ド、薬

害エ イズ、私 が弁護 団員 としてかかわった薬害ヤ コブ病 な どの薬害訴訟で 、国や企業

が慣 して被告席 に座 り続けていることからわかるように・轄 は人為的な原因でお 佐 さ

こ っ て い ま す 。

実験動物 は最 も過酷 な状況 に置力・れている と思い ますが、野生動物 、ペ ッ トも含め、 藤1

動物保護に関しては法的な面では日本は後進国といえましょう。

地球上で生活 しているのは燗 だけではなく痛 みを感 じるの も燗 だけでは無 ・ 雌

ことに一 人で も多 くの人 に気付いて欲 しい とい うのが私 の願 いであ ります 。

子 こ

(札幌市在住)
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緊 急 特 集

重大な局面を迎えた 日高横断道路

会員が力を合わせ中止の方向を加速させよ う

会 長 俵 浩 三

日高横断道路問題が重大な局面を迎えました。6月13日 の北海道新聞が1面 の トップ記事で

「日高横断道/知 事、建設中止 も視野/推 進姿勢を転換」 と報 じたのにつづ き、6月27日 の北

海道議会で知事が日高横断道路 について、「建設の意義は現在 も変わっていないが、今後、完

成までに多額な事業費と長い時間がかかるので、今後の工事の進め方について、国や地元自治

体 と相談 してい きたい」と答弁 し(6月28日 各新聞報道、一部は27日 夕刊)、 「見直 し」を正式

に表明 したのです。

またこれに関連 し、北海道新聞は6月16日 「日高横断道/遅 すぎたが中止は当然」 という社

説を掲げ、6月25日 には国土交通省の佐藤静雄副大臣がヘリコプターで緊急の現地視察を行い

ました。

日高横断道路の抜本的な見直 しを行 うことは、北海道自然保護i協会が最重点課題 としてとり

くみ、知事や国土交通省に再三再四にわたって要望 し、 また志 を同 じくする自然保護団体 と

「日高山脈シンポジウム」を開催 した り、「止めよう日高横断道路全国連絡会」を組織 して運動

してきたところですから、知事の慎重姿勢への転換は歓迎すべ きことです。

会員の皆さまは、こうした動きを見て 「日高横断道路は中止 される」 と期待 し、安心 した方

もお られると思います。 しか し楽観は禁物です。知事の慎重姿勢への転換に対 し、政治家、地

元町村や北海道開発局、さらに北海道建設部の内部からさえ、「巻返 し」作戦が強化 されつつ

あることが、さまざまな情報として伝わって きます。長野県ではダムの建設中止を表明 した知

事が、県議会で不信任決議をされるという事態 も発生 しました。いわゆる抵抗勢力の力は、自

然保護の勢力 よりもはるかに強いのです。まして現在継続中の日高横断道路 を、未完成のまま

中止させ ようとするのですから、その 「逆風」は、着工前の公共事業の是非の場合 よりはるか

に強いのです。

そうした中で会員の皆 さまにできることは何でしょうか。せっか く知事が慎重姿勢に転換 し

「見直 し」を表明 したのですから、抵抗勢力の逆風に負けないよう、中止の方向を加速 し、知

事が決断 し易 くする状況をつ くることです。そのためには当面、① 「日高横断道路反対署名」

を増やすこと、②その活動費を支えるため 「止め よう日高横断道路全国連絡会」 に一口千円

(一回だけで年会費は不要)で 加入すること、という二つの協力が求められます。

なお日高横断道路について行政側 と論議 し、その問題点を鮮明にすることは、理事会が中心

となっていままで以上に強力に押 し進めたい と考えています。

日高横断道路の建設中止の方向を加速するため、会員の皆さまのいっそうのご協力をお願い

いた します。
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緊 急 特 集

日高横断道路は見直 し自然遺産に

整備の意義は失われた

俵 浩 三

日高山脈の心臓部で工事が進め られている日高横断道路(道 道静内中札内線)に ついて、堀

達也知事が 「一度立ち止 まって考え直す」 として推進姿勢を転換 し、6月 の道議会で計画の見

直 しを正式に表明した。ただし知事は日高横断道路の 「整備の意義は変わっていない」と述べ

ているが、客観的に見れば明らかに 「整備の意義は失われた」のである。

この問題の発端は、事業再評価で開発局と道が日高横断道路の 「事業継続」を決めたため、

疑問を抱いた北海道自然保護協会が知事 と7回 の質疑応答を重ね、問題点を鮮明にしたことに

ある。

最大の問題点は、事業の根拠 となる 「開発道路」の公式な指定理由が、道民に隠されてきた

ことである。行政はいままで20年以上 も、日高横断道路は道央 と道東を結ぶ 「広域幹線」道路

だと一貫 して説明してきた。これに対 し、資源開発を必須要件 とする開発道路の制度に適合 し

ないと指摘すると、苦 しい立場に立たされた知事は一転 して、「広域幹線」ではなく 「沿線の

農林業の資源開発」が公式な開発道路指定理由だったことを、初めて明 らかにしたのである。

ところが、日高横断道路沿線の大部分は住民のいない国有林で農業開発がで きないうえ、国

有林の経営 も木材生産を主 目的 としてお らず、資源開発効果がない。

しかも、開発道路は戦後日本の経済復興のため設けられた 「用済み」の制度で、もはや時代

の変化により継続する意義を失っている。

食品に例えれば、「広域幹線」というラベルをはがしたら、その下にとっくに賞味期限が切

れた 「資源開発」 というラベルを張ってあることが、消費者の指摘で露呈 したようなもので、

そんな商品は売るわけにはいかない。

日高山脈を横断する道路はすでに4本 あり(狩 勝峠、日勝峠、天馬街道、黄金道路)、5本

目の日高横断道路 を建設 しても 「費用対効果」は低い。

日高山脈の自然環境は、日本に残された最大の原始境 といわれ、世界遺産に匹敵する価値が

ある。その心臓部を道路建設で傷つけることなく後世に引き継 ぐことこそ、21世 紀の北海道民

の責務 といえる。

地元町村が 日高横断道路の実現を望む気持ちは理解で きるが、このような実態からすれば、

知事が 「立ち止 まって考え直す」 というのは当然である。
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緊 急 特 集

「考え直す」に当たっては、行政だけが独走することなく、推進、反対両派も含む道民参加、

情報公開、説明責任を保障 し、第三者の目を忘れず、客観的でオープンな論議がなされなけれ

ばならない。
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「止めよう日高横断道路」署名にご協力を

5月1旧 に発足 した全国連絡会は、"日 本一の原始境日高山脈の心臓部 を貫 く横断

道路はいらない"パ ンフレッ トと署名簿 を各団体に発送 し、会員(会 費1,000円)募

集 と署名活動を開始 しました。会員の皆様の積極的なご参加 をお願い します。

全国連絡会では北海道知事の見直 し発言を受けて 「立ち止まって検討する」ならば、

まず建設予算 を止める必要があると主張 して、財務省 ・国土交通省 ・北海道に申 し入

れました。

日高横断道路が本当に止まるかどうかは、市民の声を大勢集められるかどうかにか

かっています。ご近所や職場の皆 さんに署名 を勧めてください。パンフレッ トや署名

用紙が必要な方 は事務局にご連絡 ください。すぐに送ります。つ
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2002年 度 通 常 総 会 の 概 要

日 時2002年5月18日(土)

午 後1時30分 ～3時20分

場 所 道 民 活 動 セ ン ター(か で る2・7)

(札 幌市 中央 区北2西7)

会 員総 数1,048人(過 半 数525人)の うち 出 席56

人 、委 任 状535人 の 合 計591人 とな り、定 款 の定 足

数 を 満 た し成 立 。

俵会長挨拶

北海道の自然保護i問題はバブルの頃はリゾー ト・

ゴルフ場問題が盛んで したが、今は公共事業が大

きく浮上 しています。新聞によると、千歳川の治

水対策について放水路や ミニ放水路でなく、堤防

強化を中心 とする総合的治水対策を行うよう、知

事が国十交通相に意見書を提出したとのこと。こ

れは私たちの主張が入れられた望ましい方向です。

また十幌高原道路は建設が中止され、地元対策が

進められていますが、十勝自然保護i協会が運動の

取 り組みを 「然別湖の自然よ永遠に」という記録

集にまとめました。

当面する最大の課題は日高横断道路です。「士

幌」の成果を引き継 ぎ 「日高山脈の自然よ永遠に」

という気概で重点的に取 り組みたい。…方で身近

な自然をめぐる問題も次々出て くるので、目配り

していかねばな りません。21世 紀を名実 ともに

「環境の世紀」にするように、 一・緒に頑張 ってい

きたいと思います。

第1号 議案2001年 度事業報告および収支決算報

告 ・監査報告

事業報告、収支決算報告について俵会長、畠山

副会長からそれぞれ議案書に基づき説明、監査報

告については大西監事から 「会計処理、事業など

が適正に行われている」旨報告 された。

質 疑 質問、意見な し。

◆ 第1号 議案承認

第2号 議案2002年 度事業計画および収支予算

事業計画説明(俵 会長)会 員数が漸減傾向に

あるのは努力不足 と反省 している。会員拡大にこ

れまで以上に努めるのでご協力をお願いする。H

高横断道路は問題点が一層明らかになったが、新

たな連絡組織 をてこに、全国に運動を広げ、世論

の力でぜひ建設をストップさせたい。

収支予算説明(畠 山副会長)前 期繰越収支差

額を合わせ約931万 円の収入に対 し、支出はほぼ

前年並みの事業規模とした。ただ事務局体制の簡

素化により退職金約125万 円分がな くなるので、

旅費交通費、通信運搬費を少 し増額した。

質 疑

〈八木名誉会員〉日高横断道路について運動の具

体的な方法を聞きたい。

〈俵会長〉 今月11日 発足 した連絡組織 「止(や)

めよう日高横断道路」全国連絡会の名称は、公共

事業の主権は国民 にあることを明確 にするため

「⊥ヒ(と)め よう」でなく 「止(や)め よう」に

した。パンフ配布 と署名運動を全国的規模で展開

したい。当協会から知事に対するこれまで7回 の

質問状で開発道路建設は 「予算の目的外使用」で

あるという矛盾点がはっきりしてきた。来年は知

事選もあ り、国の開発事業の5年 ごとの見直 し時

期に当たる。必然的にやめざるを得ない方向に追

い込んでいきたい。

〈高畑常務理事〉協会では他の団体 と協力 してこ

れまで2回 、[i高 山脈シンポを開いてきた。全国

連絡会では、事業中止による建設業者などへの対

応も含め従来の協会活動の枠を破る運動を目指 し

たい。

〈吉崎会員〉 横断道路は現実にかなり奥 まで建

設が進んでいる。中止 された場合、別な目的での

有効利用は考えられないか。たとえば日高の自然

を楽しむためのアプローチに活用できないか。
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〈俵会長〉やめ させるのが先決

で、そうした検討はしていない

が、既にできた部分もあるのは

事実だ。ペテガリ岳に登るアプ

ローチに活用することなどは考

えられる。私たちも、できてい

る部分まで壊せとは言っていな

い。自然を破壊する無駄な金が

毎年30億 円も使われるることに

反対 しているのだ。

〈八木名誉会員〉昨年、あらた

めて現地に行き、無駄 もさるこ

とながら、地質的に無理な所に

道路を作っていると痛感した。

◆ 第2号 議案承認

2001年 度 収 支 決 算

決 算 報 告(2001年4月11-1か ら2002年3月31日 ま で)

一 般 会 計

第3号 議 案 理 事 選 任 の 件

〈 根 岸 徹 選 一挙管 理 委 員 長>

3月7日 に選 挙 管 理 委 員会 を

発 足 させ 、 立候 補 を募 っ た と こ

ろ 、 公示 期 間 中 に21人 の 立 候 補

が あ り、定 数20を 上 回った ため 、

久 しぶ りに無 記 名 投 票 で 選 挙 を

行 った 。5月16日 に 開票 した。

有 効 投 票 は434票(う ち白 票2)、 投 票 率 は4!.4%

だ った 。

当選 者20人 は次 の通 り(届 け 出順 、か っ こ内 は

居 住 市 町 、○ 印 は新 しい 人)。

大 館 和 広(紋 別)、 ○ 後 藤 言 行(小 樽)、 畠 山武 道

(小 樽)、 森 田 正 治(中 標 津)、 俵 浩 三(札 幌)、 佐

藤 謙(同)、 福 地郁 子(同)、 ○ 佐 藤 光 子(同)、

○ 小 島 望(同)、 高畑 滋(同)、 稗 田 一一一一俊(八 雲)、

伊 達 佐 重(栗 山)、 佐 藤 正秀(苫 小 牧)、 宗 像 和 彦

(函 館)、 嶋 田 久夫(札 幌)、 江 部 靖 雄(同)、 沢 部

勝(北 広 島)、 ○ 竹 中万 紀 子(札 幌)、 大 久保 フ ヨ

(北 広 島)、 奥 谷 浩 一(江 別)

◆ 承 認

総 会 を一 時 休 憩 し、別 室 で 理 事 会 を開 き、次 の

通 り正 副 会 長 、常 務 理 事 を互 選 した 。

(円)

収 入 の 部 支 出 の 部

勘 定 科 目 決 算:額 勘 定 科 目 決 算 額

(基本財産運用収入〉 (300) (管理費) (4,961,167)

基本財産利息 300 賃 金 1,235,000

(引当預金運用収入) (77) 諸謝金 70,000

引当預金利息 77 退職金 1,254,000

(会 費収入) (6,511,430) 福利厚生費 3,255

個人会費 3,931,430 会議費 23,810

団体会費 2,580,000 旅費交通費 533,760

(・…般事 業 収 入) (89,020) 通信運搬費 401,375

…般事 業 89,020 消耗品 188,049

(補助 金収 入) (o) 印刷製本費 34,492

地方公共団体補助金 0 燃料費 36,257

(助成金収 入) (0) 光熱水料費 90,405

民間助成金 0 賃借料 875,328

(寄付金収入) (344,000) 諸会費 83,000

寄付金 344,000 図書資料費 0

(雑収入) (491,911) 支払手数料 5,265

受取利息 455 租税公課 119,782

雑収入 491,456 雑 費 7,389

(繰 入金収 人) (0) (一般事業 費) (1,848,797)

繰入金 0 広報事業費 1,657,160

(引 当預 金取崩収入) (1,170,000) 普及事業費 191,637

退職給与引当預金取崩 1,170,000 (調査研究等事業費) (152,220)

(前期繰 越収支差額) (766,295) (引当預金支払) (0)

退職給与引当預金支払 0

(繰入金支出) (0)

繰入金支出 0

(予備費) (0)

支 出 合 計(B) 6,962,184
ム収 入 口 計(A) 9,373,033

次期繰越収支差額(A)一(B) 2,410,849

会 長

副 会 長

常務理事

俵浩三

畠山武道、佐藤謙

福地郁子、江部靖雄、高畑滋、

伊達佐重、沢部勝

第4号 議案 監事選任の件

〈俵会長〉 大西勲、山本行雄の両氏に引き続 き

監事をお願い したいと推薦 します。

◆ 承 認

第5号 議案 その他

〈札幌 中村会員〉 士幌高原道路建設反対運動

について十勝 自然保護協会が 「然別湖の自然よ永

遠に」という記録集を作った。いろいろな運動に

共通する教訓もあるので、ぜひ参考にしてほしい。
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2002年 度収支予算

予算計画(2002年4月1日 から2003年3月31日 まで)

一 般 会 計 (円)

収 入 の 部 支 出 の 部

勘 定 科 目 予 算 額 勘 定 科 目 予 算 額

(基本 財産運用収 入) (0) (管理 費) (3,911,000)

基本財産利息 0 賃 金 1,300,000

(引 当預金運用収 入) (0) 諸謝金 50,000

引当預金利息 0 退職金 0

(会費収入) (6,200,000) 福利厚生費 50,000

個人会費 3,800,000 会議費 50,000

団体会費 2,400,000 旅費交通費 500,000

(一般事業収 入) (200,000) 通信運搬費 400,000

…般事業 200,000 消耗品 200,000

(補助 金収 入) (0) 印刷製本費 50,000

地方公共団体補助金 0 燃料費 40,000

(助成 金収 入) (0) 光熱水料費 100,000

民間助成金 0 賃借料 900,000

(寄 付金収 入) (100,000) 諸会費 86,000

寄付金 100,000 図書資料費 50,000

(雑収入) (400,000) 支払手数料 10,000

受取利息 3,500 租税公課 100,000

雑収入 396,500 雑 費 25,000

(繰入金収入) (0) c'・般 事 業 費) (2,150,000)

繰入金 0 広報事業費 1,750,000

(引 当預 金取崩収 入) (0) 普及事業費 400,000

退職給与引当預金取崩 0 (調 査研 究等事業 費) (400,000)

(引 当預 金支 出) (0)

退職給与引当預金支払 0

(繰入金支出) (0)

繰入金支出 0

(予備費) (2,849,849)

当 期 収 入 合 計 6,900,000

前 期 繰 越 収 支 差 額 2,410,849 当 期 支 出 合 計 9,310,849

収 入 合 計 9,310,849

間不足からこのような形 になっ

たことを反省 し今後改善 に努め

たい。次に理事の人数は定款で

「20人以内」 と決まっている。

これまでは自発的な立候補はほ

とんどなく、お願い して人数を

そろえてきた。今回 もいろいろ

な人にお願いした結果、たまた

ま21人 になったので選挙 になっ

た。これは偶発的な結果であり、

理事になれなかった人に も協力

を求めていきたい。

〈室蘭 沖田会員 〉 昨年入会

したが、「定款」があるのを知

らなかった。入会時にそ うした

規約を配布するように してほ し

い○

〈俵会長〉 その点 は手抜か り

だったと反省 している。定款な

どは今後、協会のホームページ

に載せ、希望者にはコピーを配

布 したい。

◆ 以上で総会は終了

〈恵庭 池田会員〉 会費納入に[座 振 り込みを

取 り入れられないか。事務局の手間も削減される。

〈俵会長〉 検討 してきたが、会員の絶対数が少

ない現状では、rl座 引き落としは難 しいようだ。

<中 野会員>90年 度まで常務理事を務めていた

経験から言って、第1に 、議案書の事業計画は項

目名の羅列で終わっているのは納得できない。ど

ういう情勢認識の下でどう運動に取 り組んでいる

のか、総会に出席できない会員にも分かるような

表現にしてほしい。第2に 、理事は久しぶ りに選

挙になったが、今のやり方では理事の活動実績が

会員には分からず、かなり偶然に左右される。もっ

としこりを残さないような方法はないのか。

〈俵会長〉 議案書の書 き方が不親切だという指

摘は重 く受け止める。ボランティア活動の中で時

専 門 委 員 に 熊 木 氏

6月22日 開かれた2002年 度第1回

理事会で前常務理事の熊木大仁氏

(札幌市)を 主に河川問題を担当す

る専門委員として承認、俵会長から

委嘱 しました。

専門委員は 「専門の事項について

会長の諮問に応 じて調査研究を行う」

もので、これまで小野有五、鮫島惇

…郎 、林吉彦の三氏が委嘱されてい

ます。
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そ の 他

北海道 自然保護協会JCBカ ー ドの終了のお知 らせ

2000年12月 に会員募集 を開始 した 「北海道 自然保護協会JCBカ ー ド」 の契約 を、本年7月

3!日 に終了す る事 にな りま した。

なお、お手許 のカー ドは、有効期 限まで 「JCBカ ー ド」 として利用で きます。終了に当たっ

ての事務処理 や問い合 わせ には 「JCB北 海道」が対応 します。詳 しくは 「終 了の ご案内」が

「JCB北 海道」か ら会員 の皆様 に郵送 されます ので 、それ をご覧 くだ さい。

☆ ☆ ☆ ☆

「JCB北 海道」では、本年10月 よ りIC仕 様 を施 した新 カー ドを発行す る予定 になってお

り、ICカ ー ドや入会 申込書 を新たに作成す るための経費負担が必要 にな ります。 こ うした事

情 もあ って 「経済環境が厳 しいので提携 カー ド契約 を終了 したい」 との打診が あ りま した。

協会 として も、導 入以来 「会報 ・会誌」でのPR、 入会申込書 の送付 、各種集会 での配布 、

協力店へ置 いて もらう、 とい った宣伝 に努めて きま したが、入会会員 が少 な く最近 では頭打 ち

の状況 になっている ことな どか ら、相手方の事情 に も配慮 し、契約終 了を受 け入れる ことに し

ま した。

い ままで ご協 力いただいた皆様方 には深 く感謝 申 し上げる とともに、不 本意なが らも契約終

了に至った ことを深 くおわび申 し上 げ ます。

自然公園法一部改正(2002年2月)
道央市民生協から牛乳パ ック

回収益金の寄付を頂きました

自然公園の 目的に景観保護と利用以外に生態系

および生物の多様性保全が以.ドの条文で加えられ

た。

第3条2国 及び地方公共団体は、自然公園に生

息し、又は生育する動植物の保護が自然

公園の風景の保護に需要であることにか

んがみ、自然公園における生態系の多様

性の確保その他の生物の多様性の確保を

を旨として、自然公園の風景の保護に関

する施策を講ずるものとする。

自然公園が生物多様性保全の場であ り、多様性

確保が国民共通の責務であることが明記 されたの

で、自然公園における自然保護に強力な根拠がで

きたといえる。

6月10日 ウ トナ イ湖 ネ イチ ャ ー セ ン ター で贈 呈

式 が あ り ま した 。

道 央 市 民生 協 で は組 合 員 に環 境 保 全 ・資 源 リサ

イ ク ル を訴 え て 、牛 乳 パ ッ クや ア ル ミ缶 の 回収 を

行 って い ます 。 この … 年 で 牛乳 パ ッ ク67万 枚 の 回

収 を しま した 。 牛 乳 パ ッ ク1,500枚 で パ ル プ 原 木

一 本 分 に 当た るそ うで 、 一 年 で446本 の立木 を救 っ

た こ とに な ります 。

回収 した牛乳 パ ックか ら再 生 した紙 は、 トイ レ ッ

トペ ー パ ー に な り、 集 め た組 合 員 にエ コ商 品 と し

て 買 わ れ て い きます 。 さ らに益 金 を 自然 保 護 に役

立 た せ る た め に 自然 保 護 協 会 に寄 付 して い た だ い

た の で 、 二重 の環 境 保 護 活動 して い る こ とに な り

ます 。

協 会 もこの よ うな 活 動 か ら資 金 を寄 せ られ 、期

待 され て い る こ と に身 の 引 き締 まる 思 い で 受 け取

り ま した 。有 り難 う ご ざい ま した 。
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あ ・ら ・か ・る ・と

本 の 紹 介

「高尾山に トンネルは似合わない一千年の森 と高速道路」

岩波ブックレッ トNo558辰 濃和男 著 定価(本 体480円 十税)

1967年 に東京外環道の外側に大 きな圏央道計画がたてられ、高尾lhを トン

ネルで貫通 し、中央道 と八王子ジャンクションと結び、国道20号(甲 州街道)

と八王子南インターで結ぶという計画。「日高横断道路」 とは対照的に過剰交

通による公害が問題になっている。高尾山は年間2百 数十万人が訪れ、風土

生命体 といわれ、1,060人 が原告 となって工事差⊥ヒめ訴訟を起こした。本書 は

63ペ ージなが ら大 きな問題提起をしている。

「これで わかる 生 ごみ堆肥化
一知 っておきたい88の 理論 と実践」

岩田進午 ・綱島不二雄[監 修]合 同出版 定価(本 体1,600円 十税)

身近な問題から環境問題 ととりくむのに好適な実践書。問答形式で生ごみ

堆肥化を解説 している。ごみ問題 と、有機農業 とを考える住民運動を支える

好著。

研究紹介

「中川研究林における自然環境調査
一道路建設予定地における環境モニタリングー」

金子 潔他(北 方林業vol54.No7)

国道40号 の音威子府村 と中川町の問にバイパスが計画 されている。北大中川地方演習林の研究者を中

心に、自動車道路建設の自然への影響調査が行われている。オジロワシ ・クマ タカ ・コウモ リ類 ・ヒグ

マ ・ネズミ ・昆虫類 ・魚類などの動物相の生態調査や森林植物の風衝 ・分断化、道路散布化学物質の影

響などの調査が行われている。研究は長期固定プロットや、GIS(地 理情報システム)を 使った広域同

時評価などが試験 されている。

この研究は計画時から始 り、建設中、建設後、運用時まで継続 して行われる予定だが、随時、実験的

手法で短期的影響についても公表されるという。排気ガス、振動、騒音などについても検討されること

を期待 したい。

..▽斬 ・会 照 舞 鳶緯il:…i{:介lli逸閣

2002・3か ら2002・7ま で

【A会 員 】

GRASING藤 山 原島 和子 中川 匡 史

半 田 孝 俊 中川 将 人 鈴 木 敏 人 戸 津 高保

大井 博:一 北村 昭裕

伊藤 眞人 岩崎 孝博

川合 晴代 谷井 利明

【学生会員】

土栄 拓真

内藤 吉徳 井上 大介

山本 倫子 鈴木加奈子

奈良岡幸子
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活 動 日 誌

2002年3月

2日:第2回 「日高山脈 シンポ ジウム」

灘 断道路を問う"(北大ク∵i
9日:自 然保護講演会 「ヒグマ ・トラジロー;

の コリ ドー保全」 青井俊樹氏

(かで る2・7)

!3日:臨 時常務理事会 日高パ ンフ レッ ト

の件

15日:会 誌Nq40、 会報NC115号 発送

16ロ:高 山植物盗掘 防止 ネ ッ ト全体会議。

佐藤 謙副会 長講演

22日:自 然公 園研 究会 。俵会 長講演

23日:第4回 理事 会

29日:平 取 ダム問題で熊 木常務理事 ら室蘭

開建 と話 し合い

2002年4月

11日:沙 流川流域検討委員会。熊 木 ・稗 田

理事 出席

17日:拡 大常務理事会

20日:自 然観察協議会総会 「千島列島の植

物」高橋英樹氏講演

23日:自 然公 園研究会

24日:環 境道民会議

2002年5月

11日:「 止 め よう日高横 断道路」全国連絡

会 が発会 総会

18日:年 次総 会、第6回 理事会

20日:北 海道環 境審議会。畠山副会 長出席

2002年6月

7日:日 高横断道路パ ンフレッ ト、署 名簿

発送

10日:ウ トナイ湖 ネイチ ャーセ ンターで道

央市民生協か ら寄付金

13日:南 幌 中学生5名 協会来訪

22日:第1回 理事会

26日:夏 休 み 自然観 察記録 コ ンクール案内

教育 委へ 発送

2002年7月

3日:「 日高横 断道路」知事宛要望書

11日:札 幌市 羊ケ丘小学校 総合学習 に講師

派遣

17日:第1回 常務理事会

要 望 書 な ご

■2002年2月26日

国土交通大臣、北海道知事宛

日高横断道路(道 道静内中札内線)事 業の

抜本的な再評価を求める追加要望

北海道自然保護i協会 ・十勝自然保護協会 ・

北海道勤労者山岳連盟 ・北海道自然保護連

合の共同提出

■2002年2月26日 北海道知事宛

日高横断道路(道 道静内中札内線)事 業の

執行にかかわる道政の進め方に関する追加

質問書

■2002年6月5日 北海道知事宛

日高横断道路(道 道静内中札内線)事 業の

執行にかかわる道政の進め方に関する質問

書(再 質問)

寄 ＼付 金

1月 北海道花の名店会

3月 松川 信子

上田 文雄

岡部美恵子

4月 匿 名

鉄道林を守る会

吉崎 秀夫

佐々木榮松

近藤 芳二

5月 小林 栄二

匿 名

山本 信

6月 道央市民生協

50,000円

6,000円

6,000円

10,000円

2,000円

31,412円

16,000円

6,000円

1,340円

3,000円

2,000円

1,000円

50,000円

事務局か ら 一 勿一 一 〃一

無記名振込票 がありました

4月5日 に厚別原始林通郵便局から

込まれた会費4,000円 の振込用紙 に

があ りませんで した。お心当た りの

事務局までご連絡 ください。一
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*お 知 らせ コーナ ー*

第9回 夏 休 み 自然 観 察 記 録

コ ン ク ール の ご案 内

応募テーマ 身の回 りの自然をよく見て、作文や

絵に詳 しくかいてみよう。

応 募 資 格 道内在住の小学生

応 募 規 定 作文用紙は自由な規格。低学年は絵

日記ふうなまとめ方でも良い。

絵は画材、用紙、大きさ自由

応募票(題 、住所、氏名、学校名、

学年、電話番号)を 付ける。

応 募 先@060-0003

札幌市中央区北3条 西11丁目加森ビル

㈱北海道自然保護協会

容011-251-5465

応 募 期 間2002年8月 上旬から9月 中旬

主 催 ㈹北海道自然保護協会、北海道新聞

社、(財)北海道新聞野生生物基金

詳 しくは7月23日 北海道新聞朝刊に掲載

札 幌 学 院大 学社 会連 携 セ ン タ ・一

コ ミ ユニ テ ィ ・カ レ ッ ジ

「環 境保 護 の 現 在 と未 来 」

自然生態系の破壊は 「宇宙船地球号」に住むす

べての生命の存続を脅かし、われわれは大量生産 ・

大量消費の社会システムから脱却 して、循環型 ・

資源節約型の社会システムへ と移行を迫られてい

ます。自然生態系の保護i、そのための法整備、リ

サイクルなどの運動と思想にも新 しい積極的な動

きが出始めています。環境保護運動の現状 と到達

点をふまえ、未来への足がか りを考えます。

期 間10月11FI(金)か ら11月15「{まで

毎金曜HPM6:30～8:30(全6回)

場 所 札幌学院大学社会連携センター

札幌市中央区大通西6回J¶

地 ド鉄大通駅 出口1番 徒歩1分

定 員50人

受講料3,60011J(全6回)

申し込みは同センター 含011-280-1581

講師の先生(各 回順)

俵 浩三氏、佐藤光子氏、畠山武道氏、

鮫島和子氏、林 善之氏、奥谷浩…氏

第13回 滝 野 の 自然 に親 し む集 い

親 子 で 楽 しい 自然 観 察

期 日2002年8月3日(土)～4日(日)

場 所 滝野自然学校(札 幌市南区滝野106)

対 象 小中学生とその保護者 定員100名

参 加 者1人2,900円(大 人 ・子供同額)

申 し込み 住所 ・電話番号参加者全員の氏名、年

齢をFAXま たは電話で下記へ

函060-0807

札幌市北区北7条 西5丁 目

ス トークスマンション704

自然ウオッチングセンター・

TEL/FAX:011-736-3165

主 催 北海道自然観察協議会

後 援 ㈹北海道自然保護協会 ・札幌市教育委員会

協 会 の ホ ー ム ペ ー ジ

http://www.jade.dti.ne.jp/'nchokkai/

kansatu.htmI

協 会 で は 、 会 誌 やNC(会 報)の 他 に 、 ホ ー ム

ペ ー ジで の 活 動 報告 ・意 見募 集 も行 っ て お ります

の で 、 ぜ ひ ご覧 にな っ て くだ さい 。会 員 の皆 さん

には 、 協 会 宛 に直接 の 手紙 で あ っ て も、 ホ ー ム ペ

イ ジ上 の 意 見 欄 で あ って も、常 に 活発 に 、 ご意 見

を寄 せ て い た だ くこ と願 っ て お り ます 。

会費納入のお願い

協会の活動は、会員の皆さんによる総意と会

費に基づいてお ります。まだ会費未納の方がお

られましたなら、下記に納入くださいますよう、

宜 しくお願いいた します。

個人A会 員

個人B会 員

4,000}IJ

2,000PJ

(A会 員 と 同一 世 帯 の 会 員)

学生会員

団体会員1H

〔会費納入方法 〕

郵便振替口座

2,000PJ

!5,000Pj

02710-7-4055

北 洋 銀 行 大 通 支 店(普 通)0017259

北 海 道 銀 行 本 店(普 通)0101444

札 幌 銀 行 本 店(普 通)418891

※ この紙は再生紙を使用 しています・ゆ
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